
　　（１）どんな作品をつくるのかを決める。

　　（２）材料を選ぶ。（木の輪切りや枝木をどの部位にするか）

　　（３）材料を切ったり削ったりして、部位をつくる。（小刀やのこぎりを使用する場合）

　　（４）部位をホットボンド（グルーガン）でつける。

　　（５）動眼（目玉）をつける。（１作品につき２個）

　　（６）マジック（マッキー、プロッキー）で色をつけ、動物らしくする。

・自然に親しむ心を育てることができます。

・ONLYＯＮＥのよさを感じることができます。

１　活動の説明を聞く。

森の生きものたち

・事前にどのような生きものをつくるのかを考えておくと、スムーズに活動できる。

・小刀やのこぎりを使用するかどうかは発達段階に応じて各団体が決める。

想像力を働かせ、木の輪切りや枝木を使っていろいろな動物を作る活動で
す。

活動の手順

自然の家で貸し出す物 団体・個人で準備する物

特になし

時　期

対　象

通年

・想像力を身につけることができます。

３　鑑賞会

備　考

作品を作るために必要なすべてのもの

事
前
指
導

活
動
の
実
際

事
後

　・　　互いの作品を見合って相互評価する。

 ・  みんなで後片付けをする。　

　　（１）ねらいの確認

54

準備物

所要時間

活動場所

・子どもが刃物の取り扱いになれていない場合は、引率者が代わりに材料を切ったり削ったりするか、
 使用しないようにするかを決めておく。

小学生以上

１～２時間

第一研修室、プレーホール、アセンブリホールなど

人　数 １５０名以内

２　活動開始

・ホットボンド（グルーガン）でやけどをしないように話す。

・作品は手のひらサイズ程度の大きさにするように話す。

　　（２）活動方法


